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慣用法及び弾性法による土留め工解析・
図面作成プログラム（中国基準対応版）
慣用法及び弾性法による土留め工解析・
図面作成プログラム（中国基準対応版）
「土留工の設計」を基に中国基準（「建築基坑支護技術規定（JGJ120-99）」など）に準拠するよう開発

した製品。各掘削時ケースの「慣用法」と「弾性（支点）法」による照査に対応し、掘削底面の安定照査

（ボイリング、ヒービング、パイピング、盤ぶくれ）に加え、決定根入れ長に対する転倒照査や円形すべ

り法による全体安定照査を行うことが可能。平面図、側面図、設計条件表のCAD作図なども可能。

■適用範囲

■構造タイプ
・掘削平面形状が矩形（最大４壁同時設計）または直線形状（１壁の設計）
・突出モデル（水中掘削可）
■土圧理論の考え方
日本基準と中国基準では、細部で異
なる点が多数あります。その代表的な
ものが土圧の考え方です。中国基準
（JGJ120-99）ではRankine土圧理論
（図1）を基にしていると考えられます
が、図2のように主働側の土被り重量
が掘削底面以深は増加しないものとし
て扱っています。
■慣用法
慣用法の計算では、根入れ長の計算
や断面力の計算、支保工反力の計算などを行います。自立時は片持ち梁構造とし、支保工
がある場合は状態に応じて単/多支点構造として根入れ長や断面力を計算します。
■断面計算
計算する断面は大別すると、鋼断面（鋼矢板、親杭、鋼管矢板など）とコンクリート断面（地中
連続壁）がありますが、コンクリート断面の計算では、近日リリース予定の「RC断面計算（中
国版）」の計算部を活用しています。

▼データファイルビューワ ▼メイン画面 ▼控え杭タイロッド式メイン画面 ▼鋼製支保工配置入力　

▼弾塑性法計算結果（対比図） ▼弾塑性法計算結果（重ね合わせ図）

▼定常性

▼FEM解析メインウィンドウ ▼FEMPost表示変形図コンタ図

▼アンカー傾斜地盤入力 ▼検討ケース入力 ▼慣用法計算結果（詳細確認）

▼出力例（控え杭設計条件）▼印刷プレビュー（構造力学）

▼多重腹起しメイン画面

▼図面生成（コンクリート波形矢板）

▼柱状図

▼数量計算書ODF（OpenOffice Calc）出力▼3D PDF出力例

・「建築基坑支護技術規定（JGJ 120-99）」　・「建築辺坂工程技術規範（GB 50330-2002）」
・「建築地盤基礎設計基準（GB 50007-2002）」
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慣用法（根入れ長の計算、断面力の計算、支保工反力の計算、壁体応力度照査）
弾性法（断面力の計算、支保工反力の計算、壁体応力度照査）

鋼矢板、軽量鋼矢板、親杭横矢板、鋼管矢板、SMW壁、地中連続壁

自立式、切ばり支保工、アンカー支保工、切ばり+アンカー併用工

ボイリング、パイピング、ヒービング、盤ぶくれ

全体安定照査（円形すべり法）、転倒照査、不浸透性の検討など

▲図3　フレーム解析モデル（慣用法/弾性法）

■全体安定照査（円形すべり法）
本製品は、円形すべり法による全体安定性の照査に対応しています。入力した地層条件や
水位、荷重条件（上載荷重など）を考慮し、「臨界すべり面の安全率（抵抗モーメント/滑動モー
メント）≧必要安全率」を満たしているか
否かの照査を行います。
■計算内容
計算法としては、「慣用法」および日本の
弾塑性法レベルに近いと考えられる「弾
性法」に対応しています。断面力の計算
では、各掘削ケースごとにフレーム解析
を行います（図3）。また、掘削底面の安
定照査や全体安定照査（円形すべり
法）、決定根入れ長に対する転倒照査な
どを行うことができます。

▲図1　Rankine土圧理論 ▲図2　中国基準

▼FEM解析の両壁モデル


